
大
学
院
に
お
け
る
人
材
育
成

の
課
題
は
分
野
に
よ
り
異
な

る
。
社
会
科
学
系
は
修
士
課
程

へ
の
進
学
者
を
増
や
す
こ
と
。

理
工
系
は
博
士
人
材
の
活
躍
の

場
を
広
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
高
度
な
専
門
性
を
持
つ
人

材
を
企
業
、
政
府
、
国
際
機
関

な
ど
ノ
ン
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
領

域
へ
送
り
出
す
こ
と
や
、
社
会

か
ら
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
要

請
に
応
え
る
と
い
う
課
題
は
共

通
し
て
い
る
。
文
系
・
理
系
の

壁
を
取
り
払
い
、
融
合
教
育
も

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

重
要
な
の
は
、
大
学
が
単
独

で
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計

す
る
の
で
は
な
く
、
採
用
側
で

あ
る
社
会
と
の
対
話
を
通
じ
て

共
同
設
計
す
る
姿
勢
だ
。
Ｆ
Ｌ

Ａ
Ｇ
ｓ
事
業
を
出
発
点
と
し

て
、
産
学
連
携
・
社
会
連
携
を
通

じ
て
高
度
人
材
を
育
て
、
社
会

が
そ
の
価
値
を
認
め
て
大
学
院

教
育
へ
の
投
資
を
拡
大
す
る
。

こ
の
人
材
と
資
金
の
好
循
環
を

定
着
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

本
事
業
に
関
わ
る
す
べ
て
の

大
学
と
協
働
し
、
日
本
の
大
学

院
教
育
を
抜
本
的
に
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

人材と資金の好循環目指す

社会に求められる高度人材像と大学院の役割とは社会に求められる高度人材像と大学院の役割とは
文
部
科
学
省
の
２
０
２
５
年
度
「
未
来
を
先
導
す
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
大
学
院

教
育
拠
点
創
出
事
業
（
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｇ
ｓ
）」
の
特
色
型
に
採
択
さ
れ
た
一
橋
大
学
と
電
気
通
信

大
学
は
３
月
５
日
、
都
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
共
催
し
た
。
両
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

構
想
を
説
明
し
た
ほ
か
、
共
同
で
事
業
を
実
施
す
る
連
携
大
学
の
学
長
、
産
業
界
、
官

庁
か
ら
の
登
壇
者
を
交
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
専
門
性
と
汎
用
的

能
力
を
兼
ね
備
え
た
高
度
人
材
の
姿
と
大
学
院
の
役
割
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
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文
部
科
学
省
の
２
０
２
５
年
度
「
未
来
を
先
導
す
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
大
学
院

教
育
拠
点
創
出
事
業
（
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｇ
ｓ
）」
の
特
色
型
に
採
択
さ
れ
た
一
橋
大
学
と
電
気
通
信

大
学
は
３
月
５
日
、
都
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
共
催
し
た
。
両
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

構
想
を
説
明
し
た
ほ
か
、
共
同
で
事
業
を
実
施
す
る
連
携
大
学
の
学
長
、
産
業
界
、
官

庁
か
ら
の
登
壇
者
を
交
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
専
門
性
と
汎
用
的

能
力
を
兼
ね
備
え
た
高
度
人
材
の
姿
と
大
学
院
の
役
割
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

文
部
科
学
省
の
２
０
２
５
年
度
「
未
来
を
先
導
す
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
大
学
院

教
育
拠
点
創
出
事
業
（
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｇ
ｓ
）」
の
特
色
型
に
採
択
さ
れ
た
一
橋
大
学
と
電
気
通
信

大
学
は
３
月
５
日
、
都
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
共
催
し
た
。
両
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

構
想
を
説
明
し
た
ほ
か
、
共
同
で
事
業
を
実
施
す
る
連
携
大
学
の
学
長
、
産
業
界
、
官

庁
か
ら
の
登
壇
者
を
交
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
専
門
性
と
汎
用
的

能
力
を
兼
ね
備
え
た
高
度
人
材
の
姿
と
大
学
院
の
役
割
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

大
胆
な
発
想
と
機
動
力
に
期
待

現
在
ほ
ど
大
学
院
教
育
、
大

学
院
修
了
者
に
対
す
る
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
時
は
な
い
。
世

界
が
急
速
に
変
化
す
る
中
、
ア

カ
デ
ミ
ア
で
培
っ
た「
知
」を

い
か
に
社
会
へ
つ
な
ぎ
、
現
場

の「
知
」と
融
合
さ
せ
る
か
が

問
わ
れ
て
い
る
。

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｇ
ｓ
事
業
の
特
色
型

に
採
択
さ
れ
た
２
大
学
に
は
、

大
規
模
校
に
は
ま
ね
で
き
な
い

大
胆
な
発
想
と
機
動
力
を
期
待

し
た
い
。
社
会
科
学
の
国
際
拠

点
で
あ
る
一
橋
大
学
に
は
、
多

数
の
企
業
人
が
所
属
す
る
同
窓

会
組
織
の
後
押
し
も
生
か
し
な

が
ら
、
学
術
を
社
会
実
装
に
つ

な
げ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

を
育
成
し
て
ほ
し
い
。
一
方
、

電
気
通
信
大
学
は「
日
本
版
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
Ｐ
ｈ
Ｄ
」と

い
う
新
た
な
枠
組
み
を
実
現
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
ア
カ
デ
ミ

ア
だ
け
で
な
く
産
業
界
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
自
治
体
な
ど

幅
広
い
領
域
で
活
躍
す
る
博
士

人
材
の
創
出
が
期
待
さ
れ
る
。

文
部
科
学
省
と
し
て
も
、
博

士
人
材
の
活
躍
促
進
に
向
け
た

取
り
組
み
を
加
速
し
て
い
く
。

電
気
通
信
大
学
理
事

（
次
期
学
長
）

変革起こせる人材
手を取り合い育成

究
発
表
な
ど
を
す
る
と
、
と
て

も
活
気
づ
く
。

文
化
庁
か
ら
補
助
金
を
受
け

た
「
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
創

造
副
専
攻
（
仮
称
）」
も
始
動
す

る
。
巨
大
な
輸
出
産
業
で
あ
る

ゲ
ー
ム
分
野
で
、
先
端
技
術
と

エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
結
び

付
け
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
せ
る
人
材
を
育
て
た
い
。

そ
こ
で
重
視
し
て
い
る
の
は

「
倫
理
」
だ
。
面
白
さ
を
追
求

す
る
あ
ま
り
倫
理
を
軽
視
す
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

必
修
科
目
に
す
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
る
。

引
き
続
き
一
橋
大
学
な
ど
連

携
大
学
と
手
を
取
り
合
い
、
Ｆ

Ｌ
Ａ
Ｇ
ｓ
事
業
を
進
め
て
い

く
。

電
気
通
信
大
学
は
１
０
０
年

を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
情
報
理

工
系
の
単
科
大
学
だ
。
博
士
後

期
課
程
の
学
生
を
支
援
す
る

「
次
世
代
研
究
者
挑
戦
的
研
究

プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
）」

に
お
い
て
は
、
研
究
一
辺
倒
で

は
な
く
、
企
業
な
ど
と
接
点
を

持
つ
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
第

３
外
国
語
を
学
ん
で
海
外
で
研

西
野

各
大
学
の
特
色
を
教

え
て
ほ
し
い
。

寺
野

本
学
は
学
部
を
持
た

な
い
国
立
の
大
学
院
大
学
だ
。

以
前
か
ら
企
業
が
経
済
的
支
援

を
行
い
、
大
学
と
共
同
で
学
生

を
育
て
る
取
り
組
み
を
続
け
て

い
る
。
推
薦
入
学
制
度
な
ど
を

使
っ
て
文
科
系
の
学
生
を
受
け

入
れ
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を

中
心
と
し
た
理
系
人
材
の
育
成

に
取
り
組
む
文
理
融
合
の
試
み

も
始
め
た
。

井
関

海
で
働
く
人
材
の
育

成
機
関
と
い
う
性
質
か
ら
実
学

重
視
の
伝
統
が
あ
る
。
２
０
１

９
年
度
に
文
部
科
学
省
の
卓
越

大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ

れ
た
「
海
洋
産
業
Ａ
Ｉ
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
育
成
事
業

で
は
、
海
洋
Ａ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
の
協
力
企
業
で
給
与
を
受

け
な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組

む
長
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
実
施
。
自
身
の
専
門
外
の
課

題
に
直
面
す
る
経
験
が
海
洋
高

度
人
材
へ
の
脱
皮
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

田
野

本
学
は
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ

ｔ
ｙ
５
・
０
を
支
え
る
総
合
理

工
系
大
学
だ
。
求
め
る
博
士
像

は
、
世
界
一
流
の
専
門
性
に
加

え
て
、
新
し
い
領
域
で
問
題
発

見
・
解
決
が
で
き
る
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
Ｐ
ｈ
Ｄ
。
特
定
分
野

に
固
執
せ
ず
、
多
様
な
フ
ィ
ー

ル
ド
へ
飛
び
込
め
る
柔
軟
な
人

材
を
育
成
し
た
い
。

中
野

本
学
は
国
内
最
大
級

の
社
会
科
学
系
大
学
院
を
有
し

て
い
る
。
経
営
学
修
士
（
Ｍ
Ｂ

Ａ
）
な
ど
修
士
・
専
門
職
学
位

課
程
の
比
重
が
高
い
。
全
国
か

ら
学
生
が
集
い
、
社
会
に
出
て

活
躍
す
る
モ
デ
ル
が
で
き
て
い

る
。し
か
し
、大
企
業
や
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
博
士
人
材
に
対
す

る
需
要
や
期
待
に
は
十
分
に
応

え
ら
れ
て
い
な
い
。
既
存
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
深
化

し
、
ア
カ
デ
ミ
ア
養
成
に
偏
ら

な
い
博
士
後
期
課
程
の
改
革
を

急
ぐ
。

西
野

産
業
界
、
行
政
の
意

見
を
聞
き
た
い
。

平
子

経
営
で
は
知
の
探
索

と
深
化
を
追
求
す
る
「
両
利
き

の
経
営
」
が
重
要
だ
。
同
じ
こ

と
が
博
士
人
材
に
も
言
え
る
。

欧
米
企
業
が
博
士
人
材
を
重
用

す
る
の
は
、
彼
ら
の
専
門
性
だ

け
で
な
く
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
資
金
調
達
能
力
と
い
っ
た
汎

用
的
能
力
に
期
待
し
て
い
る
か

ら
だ
。
そ
う
し
た
ス
キ
ル
は
大

学
の
外
に
出
て
居
心
地
の
悪
い

経
験
を
す
る
こ
と
で
し
か
身
に

付
か
な
い
。
そ
れ
が
Ａ
Ｉ
に
代

替
さ
れ
な
い
暗
黙
知
を
養
う
。

川
上

こ
こ
数
年
、
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
の
ト
ッ
プ
が
「
博
士

を
採
用
し
な
い
と
勝
て
な
い
」

と
明
言
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ

う
に
、「
科
学
と
ビ
ジ
ネ
ス
の

近
接
化
」
が
急
速
に
進
展
。
そ

こ
で
課
題
と
な
る
の
は
、
博
士

課
程
が
研
究
者
養
成
に
偏
っ
て

い
る
点
。
主
要
な
就
職
先
と
し

て
企
業
も
想
定
す
る
と
と
も

に
、
企
業
人
を
受
け
入
れ
る
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
の
強
化
が
必

要
。寺

野

同
感
だ
。
本
学
の

「
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
」
に
は
２

０
０
人
を
超
え
る
社
会
人
学
生

が
在
籍
し
て
お
り
、
そ
の
多
く

が
自
己
資
金
で
学
ん
で
い
る
。

彼
ら
の
ア
ッ
プ
ス
キ
ル
志
向
は

強
い
。
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
強

化
は
直
接
的
な
社
会
貢
献
に
つ

な
が
り
得
る
。
同
時
に
指
導
教

員
の
意
識
改
革
も
不
可
欠
だ
。

最
初
か
ら
企
業
志
向
で
学
生
を

育
て
る
心
構
え
が
求
め
ら
れ

る
。井

関

若
い
世
代
は
自
己
成

長
を
強
く
望
ん
で
い
る
。
企
業

と
連
携
し
て
課
題
解
決
に
取
り

組
み
、「
自
分
は
社
会
で
や
っ

て
い
け
る
」
と
い
う
成
功
体
験

を
博
士
課
程
の
学
生
に
与
え
る

こ
と
も
重
要
だ
。

田
野

欧
州
の
学
生
は
ア
カ

デ
ミ
ア
と
産
業
界
の
架
け
橋
と

な
る
こ
と
を
望
ん
で
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
Ｐ
ｈ
Ｄ
を
目
指
す
。

日
本
で
も
早
期
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
通
じ
て
、
研
究
と
社
会
実

装
の
両
輪
で
世
界
を
変
え
る
と

い
う
マ
イ
ン
ド
を
培
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
野

自
発
的
に
学
ぶ
社
会

人
を
支
援
す
る
公
的
な
枠
組
み

整
備
に
も
期
待
し
た
い
。

平
子

ジ
ョ
ブ
型
雇
用
に
な

れ
ば
、
大
学
院
で
の
学
び
が
直

接
仕
事
に
生
か
せ
る
機
会
も
増

え
る
。
博
士
人
材
を
キ
ャ
リ
ア

採
用
と
同
様
に
扱
い
、
待
遇
や

配
置
で
報
い
る
と
い
う
発
想
が

あ
っ
て
も
い
い
。

川
上

大
学
に
は
優
秀
な
文

系
学
生
を
飛
び
級
で
修
士
に
つ

な
げ
る
仕
組
み
や
、
３０
〜
４０
代

で
大
学
に
戻
っ
て
知
見
を
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
で
き
る
場
の
整
備
を

期
待
し
た
い
。

西
野

大
学
に
は
人
材
の
質

を
担
保
し
、
そ
の
価
値
を
実
証

し
て
い
く
責
務
も
あ
る
だ
ろ

う
。

大学と社会、往還して学ぶ

村
松
正
和
氏

日
本
は
「
２
流
国
」
へ
の
転

落
と
い
う
危
機
に
あ
る
。
文
・

理
を
問
わ
ず
多
様
な
博
士
人
材

が
あ
ら
ゆ
る
企
業
、
政
府
、
自

治
体
、
地
域
で
活
躍
す
る
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
国
家
」
へ
転

換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
日
本
の
修
士
・
博

士
進
学
率
は
諸
外
国
に
比
べ
て

圧
倒
的
に
低
い
。
従
来
と
は
違

う
非
連
続
な
政
策
、
抜
本
的
で

大
胆
な
大
学
改
革
が
必
要
だ
。

私
は
欧
州
を
中
心
に
普
及
し

て
い
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

Ｐ
ｈ
Ｄ
を
日
本
に
根
付
か
せ
た

い
。
こ
れ
は
企
業
な
ど
に
籍
を

置
き
つ
つ
博
士
研
究
を
行
う
制

度
だ
が
、
諸
外
国
で
は
大
学
、

企
業
、
政
府
の
３
者
連
携
に
よ

る
国
家
変
革
の
手
段
と
認
識
さ

れ
て
い
る
。

日
本
版
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

Ｐ
ｈ
Ｄ
の
実
現
に
向
け
て
、
こ

れ
ま
で
の
育
成
課
程
の
見
直
し

と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な

く
、
博
士
人
材
の
活
躍
の
場
を

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
拡
大
す
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
優
先
す
る
。

具
体
的
に
は
修
士
２
年
の
学
生

が
自
ら
の
学
位
テ
ー
マ
に
興
味

を
持
つ
企
業
や
大
学
・
教
員
を

探
し
、
３
者
合
意
の
も
と
で
国

か
ら
補
助
を
受
け
る
モ
デ
ル

だ
。本

学
の
ほ
か
連
携
大
学
、
参

画
大
学
の
計
１４
大
学
で
事
例
を

積
み
上
げ
、
最
終
的
に
は
国
の

制
度
と
し
て
年
間
１
０
０
０
人

の
若
手
博
士
入
学
生
を
支
援
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。
大
学
自

身
の
制
度
改
革
も
進
め
て
い
く
。

新たな仕組み構築
国の制度化目指す

一
橋
大
学
は
一
貫
し
て
実
学

を
重
視
し
て
き
た
。
人
文
・
社

会
科
学
系
の
高
度
専
門
職
人
材

の
育
成
で
国
内
有
数
の
実
績
が

あ
る
。
学
長
直
轄
の
社
会
科
学

高
等
研
究
院
（
Ｈ
Ｉ
Ａ
Ｓ
）
は

１０
分
野
の
研
究
セ
ン
タ
ー
を
擁

し
、
企
業
な
ど
と
の
連
携
協
定

も
加
速
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

基
盤
の
上
に
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｇ
ｓ
事
業

を
展
開
し
て
い
く
。

核
と
な
る
の
は
、
社
会
課
題

を
解
決
す
る
「
高
度
社
会
実
装

人
材
」
の
育
成
体
制
構
築
だ
。

２
０
３
５
年
ま
で
に
学
部
定
員

を
１
割
削
減
し
、
大
学
院
の
定

員
に
シ
フ
ト
す
る
。
組
織
面
で

抜本改革で育てる
高度社会実装人材

は
全
学
的
な
教
育
改
革
と
運
営

を
統
括
す
る
「
全
学
教
育
統
括

機
構
」
を
設
置
す
る
ほ
か
、「
社

会
実
装
人
材
教
育
セ
ン
タ
ー
」

を
新
設
し
て
専
門
領
域
の
知
識

を
応
用
的
に
展
開
す
る
た
め
の

融
合
教
育
科
目
群
を
整
備
。
学

部
入
学
か
ら
修
士
修
了
ま
で
５

年
間
で
完
了
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
強
化
す
る
。

博
士
後
期
課
程
は
高
度
社
会

実
装
人
材
の
育
成
を
中
核
的
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、
そ
れ
に
合

わ
せ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整

備
す
る
。
理
工
系
大
学
と
も
連

携
し
、
技
術
を
社
会
に
実
装
で

き
る
文
理
融
合
の
知
を
備
え
た

人
材
を
育
成
。
社
会
人
教
育
の

拡
充
も
進
め
る
。

産
業
界
や
国
際
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
深
化
さ
せ
、

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
先

導
す
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

教
育
拠
点
を
構
築
し
た
い
。

石橋 晶氏
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学
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副学長
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